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1) 実験対象者：武庫川女子大学学友会カヌー部のカヤック種目 13名，カナディアン種目 3名の計 16
名を対象とした．カヤック種目の 13名においては，令和 2年度 SUBARU 日本カヌースプリント選手
権大会において 200m種目に出場し，A 決勝 (1 位～9 位) または B 決勝 (10 位～19 位) に進出した 7
名を競技成績の上位群とし，200m を苦手とし，この種目に出場していない 6名の下位群に分類した． 
2) 実験手続き：まず，実験の設定をシングル 200m 種目の決勝レースと仮定した．その際のスタート
の心理状態を想定して新版 STAI における状態不安を測定する 20 項目に回答するように教示した．新
版 STAI の回答を得た後，艇に乗り簡易自動発艇装置からのスタートを 24 試行ずつ実施させ，疲労の
蓄積を回避するために 2人または 3人ずつのグループを作り，順番に発艇させた．レース同様に「Ready」
「Set」「Go」の声かけと共に，簡易自動発艇装置の操作バーを勢いよく倒した．発艇の様子は，デジタ

































ーニング効果が認められた．200m を 40 秒で漕ぐ選手に換算すると，全実験参加者の平均短縮時間の
108.883ミリ秒は約 0.54m (艇身の約 10.4%)，最も短縮した選手の 232.053ミリ秒は 1.16m (艇身の約
22.3%) 進む距離に相当し，1/100 秒で勝敗が決まるカヌースプリント競技でのスタート反応時間の短
縮は，タイム更新において非常に有益なことであるといえる． 
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（図４）スタート反応時間の短縮量とと状態不安得点の低減量
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